
はじめに

頭頸部癌は，口腔，咽頭，喉頭等の臓器から発生し，

発生臓器の解剖学的部位によって症状が出現しにくいこ

とが多いため進行癌で発見されることが多く，予後が不

良である．また治療の際には嚥下や構音等の機能や整容

面にも十分考慮する必要がある．これらの機能を温存し，

かつ治療成績の向上を目指すため，現在根治治療として

の手術，放射線療法に加え化学療法を組み合わせた集学

的治療が行われている．このように頭頸部癌に対する

様々な治療法が開発され，また画像等を用いた頭頸部癌

の診断技術が著しく進歩してきているにも関わらず，こ

こ数十年頭頸部癌の予後の改善は乏しい．大きな原因の

一つは頭頸部癌が高頻度に転移病変を有し，転移病変の

制御が困難なため治療成績が改善しないことにある．特

に頭頸部癌の頸部リンパ節転移の有無は治療成績を大き

く左右する．そのため頭頸部癌頸部リンパ節転移のメカ

ニズムを解明することは，頭頸部癌患者の予後改善に直

結すると考える．

皮下担癌モデルと同所性担癌モデル

頭頸部癌を含むがん研究において，癌細胞の増殖・進

展を解明する実験動物モデルとして腫瘍細胞を皮下移植

して作製する担癌モデル（異所性移植モデル）が広く用

いられてきた．同モデルは少ない労力で簡易に作製が可

能であり，高い再現性を持つ上に腫瘍増殖能の評価が容

易であるという利点があるが，癌細胞の浸潤や転移のパ

ターンは臨床と異なる．また臓器特異的な微小環境を反

映していないため，癌細胞の増殖能が実際と異なる場合

がある．このため，同モデルを用いた動物実験における

治療効果と臨床における治療効果に乖離が生じることが

ある．

そこで近年癌細胞が発生した臓器の組織へ移植して作

製する，同所性担癌モデルが開発され，原発臓器におけ

る癌の増殖と転移機構の解明のために用いられている．

同所性担癌モデルは従来の異所性移植モデルと比較し

て，原発部位に特異的な進展パターンの検討が可能にな

るだけでなく，臓器特異的な微小環境という宿主側の要
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要 旨：頭頸部癌は予後不良であるが，その大きな原因の一つは頭頸部癌が高頻度に転移病変を有し，

転移病変の制御が困難なため治療成績が改善しないことである．特に頭頸部癌の頸部リンパ節転移の

有無は治療成績を大きく左右するため，頭頸部癌頸部リンパ節転移のメカニズムを解明することは，

頭頸部癌患者の予後改善に直結すると考える．

近年癌細胞が発生した臓器の組織へ移植する同所性担癌モデルという，癌の浸潤・転移パターンを

反映した動物モデルが開発されている．同所性頭頸部癌モデルは頭頸部癌の頸部リンパ節転移を再現

し，検討できる数少ないモデルである．本総説では頭頸部癌研究における同所性頭頸部癌モデルの有

用性について述べるとともに，頭頸部癌のおよそ半数で報告されており，頭頸部癌の進展に深く関与

していると考えられている TP53 変異の，頭頸部癌における腫瘍増殖能，並びに頸部リンパ節転移能

への関与について同モデルを用いて検討したので一緒に述べたい．
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